
[プロローグ]

[特別講演]

日本大学工学部土木工学科　教授　岩城一郎氏

国立研究開発法人土木研究所　理事長　魚本健人氏

10:30 〜 10:40

16:30 〜 17:20
これからの若手技術者への期待

●業種は該当する□の中に　印をつけてください。電話番号・郵便番号も必ずご記入ください。
●受講料は郵便振込・銀行振込致します。（どちらかに○をつけて下さい。）
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申込日	 月　　日

勤務先	 	 TEL.	 －	 －
	 	 FAX.	 －	 －

業　種	 □官公庁	 □建設業	 □コンサルタント	 □生コン	 □コンクリート製品
	 □混和剤	 □学　校	 □セメント	 □その他（　　　　　　　　　　）

住　所	 〒

受講者（連名可）

第306回コンクリートセミナー受講申込書
●セメント協会普及部門宛（FAX. 03-5200-5062）にお送りください。

●勤務先等も必ずご記入ください。
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近年、コンクリート構造物の品質確保や長寿命化を目指
した取り組みが山口県や東北地方などにおいて進めら
れ、全国各地にこうした動きが展開されつつあります。
本セミナーではこれらの取り組みに主体的に関わって
いる技術者、研究者をお招きし、これまでの経緯や最新
の動向について話題提供いただくとともに、良いコンク
リート構造物を造るための奥義としての思想・技術・工
夫などについて、共に考える場を持ちたいと思います。

第306回コンクリートセミナー

コンクリート構造物の品質確保／長寿命化のための奥義
　−思想・技術・工夫−

一般社団法人セメント協会

（公社）土木学会、（一社）日本建築学会、（公社）日本
コンクリート工学会、（一社）日本建設業連合会、
（一社）建設コンサルタンツ協会、全国生コン
クリート工業組合連合会

●	日　時	 2017年2月7日（火）10:25～ 17:20
●	場　所	 ヤクルトホール　
	 	 〒105-8660　東京都港区東新橋1-1-19
●	定　員	 200名（定員になり次第締切させて頂きます）
●	受講料	 1名当たり10,000円（税込）・テキスト代込み
●	申込先	 受講ご希望の方は、2017年1月27日（金）までに、
	 ①	 受講申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXで

お申込ください。
	 ②	 受講料は、「郵便振替」（加入者名）：一般社団法人

セメント協会、口座番号：00170-9-196803へ
お振込みください。

	 	 また、銀行振込希望の方は、受講申込書一番下の
銀行振込に○をつけてお申込ください。

	 	 ①②を確認のうえ、受講券を送付させていただきます。
	 	 なお、お申込みされた後にご欠席の場合、セミナー

終了後にテキストを郵送致します。
●	連絡先	 〒103-0023　東京都中央区日本橋本町1-9-4
	 	 一般社団法人	セメント協会 普及部門
	 	 TEL:03-5200-5060　FAX:03-5200-5062
●	CPD	 土木学会認定CPDプログラム（JSCE16-1152	5.2単位）
●	CPDS	 全国土木施工管理技士会連合会認定CPDSプログラム（392419	5unit）

●	会　場

ひび割れ問題から考えるコンクリート構造物の品質確保
10:40 〜 11:30

徳山工業高等専門学校　土木建築工学科　教授　田村隆弘氏

東北地方における復興コンクリート構造物の長寿命化を目指して
13:30 〜 14:20

日本大学工学部土木工学科　教授　岩城一郎氏

東北地方における復興コンクリート構造物の長寿命化を目指した研究動向として ,
内閣府が主導する SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）内で進められてい
る研究、日本大学工学部内に設置された実物大鋼主桁付コンクリート床版を用い
た研究（ロハスの橋プロジェクト）などを解説した上で、これらの研究成果の復興
道路等への実装事例について紹介する。

キーワード：復興コンクリート構造物、長寿命化、SIP、ロハスの橋プロジェクト、多重防護

復興道路等におけるコンクリート構造物の
品質確保／耐久性確保に向けた取り組み

14:30 〜 15:20

国土交通省東北地方整備局　地方事業評価管理官　佐藤和徳氏

東北地方のコンクリート構造物には、厳しい自然環境や供用環境のため、凍結防
止剤による塩分環境下の塩害、凍害、ASR、これらの複合劣化が発生している。
これらの劣化に対応するため、復興道路等では、コンクリート構造物の品質確保
や耐久性確保の取り組みが行われており、この取り組みの内容や今後の課題につ
いて紹介する。

キーワード：復興道路、コンクリート構造物、品質確保、複合劣化、耐久性確保

山口発のコンクリート構造物の品質確保
〜東北、群馬、九州等への展開と今後の展望〜

15:30 〜 16:20

横浜国立大学　大学院都市イノベーション研究院　准教授　細田　暁氏

山口県で平成19年度から運用されたひび割れ抑制システムを発端としたコンク
リート構造物の品質確保の取組みが、東北の復興道路や群馬県、熊本の復興等に
展開されている状況や今後の展望について述べる。また、品質確保、耐久性確保
の取組みで活用されている表層品質の評価手法について解説する。

キーワード：品質確保、耐久性確保、復興道路、熊本の復興、表層品質

山口県におけるコンクリート構造物の品質確保システム
11:40 〜 12:30

西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社　元山口県審議監　二宮　純氏

山口県では新設コンクリート構造物に発生するひび割れの抑制対策として、デー
タベースを中核にしたシステムを独自に構築し、平成19年度に運用を開始した。
その後、表層品質などの品質確保を目指すシステムに拡張し、運用を継続している。
システムの構築から拡張までの経緯、システムの効果、今後の課題などを紹介する。

キーワード：地方自治体、産学官連携、データベース、ひび割れ抑制、表層品質

東日本大震災や熊本地震からの復興やオリンピック・パラリンピックに合わせた
インフラ整備が急がれる中で、高耐久性を期待したコンクリート構造物の品質確
保が課題となり、また、ある種のブームとなっている。しかし、一口に品質確保
と言っても、多くの技術者の連携作業で建設されるコンクリート構造物ではその
観点は多岐にわたる。ここでは、実構造物のひび割れ問題からこの品質確保につ
いて論じてみる。

キーワード：ひび割れ、品質確保、設計、施工、温度応力解析とデータベース

受講券在中

講 演

◎JR新橋駅
　「銀座口」より徒歩3分

◎都営地下鉄浅草線新橋駅
　「汐留1番出口」より徒歩5分

◎東京メトロ銀座線新橋駅
　「2番出口」より徒歩2分
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